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全球1分グリッド標高のダウンロード

オープンチャットのリンクから 
ダウンロードサイトへ

ダウンロードは動画を参照してください。



正方形図法 緯度経度の値を直角座標軸で扱う。 
コンピュータ画面上に位置を設定し易い。

世界地図や地域で使用可能な地図 距離•面積の表現に問題

多くのGISで利用



GPSデータが扱い易い。 
緯度経度で表現されるため、地域による
投影法設定を気にする必要がない。

緯度間距離は低緯度と高緯度で不変

実際距離 
km

経度間距離は低緯度から
高緯度に小さくなる

縦横比1:1であるのは赤道付近、高緯度ほど
図形が横に広がる。日本付近では約10%か
ら35%横方向が伸びる。

全球レベル地形図では、基準緯度を0度としている。 
表示範囲の中心付近の緯度を基準緯度に変更する。



投影座標系（正距円筒図法 基準緯度30度）に変換

① CRS情報取得

② コピー



投影座標系（正距円筒図法 基準緯度30度）を作成

① CRS情報追加

② CRS情報ペースト
③ 情報変更

全球レベル地形図では、基準
緯度を0度としている。 

表示範囲の中心付近の緯度を
基準緯度 30度に変更する。

+proj=eqc +lat_ts=0 
+lat_0=0 +lon_0=0 +x_0=0 
+y_0=0 +datum=WGS84 
+units=m +no_defs





一旦マップを閉じて、生成したラスターを開く

海域と陸域で異なる色系列を使う

グリッドが正方
形にならない



ダウンロードしたデータを使って 
地図、断面図、3Dモデル 

を作成しますが、これらの操作は以前の 
講義で学んでいるので、 
動画は省略します。 

以下のスライドを参考に作業してください。



step1 陸域に彩色

① 最大・最小設定

② 最小値を0に設定

③ 「分類」ボタンを押す



step２ 海域に彩色

① 必要回数繰り返す



② 区間を入力

③ソートボタンを押す



④グラデーション表
示のための色を設定

⑤地図を確認しな
がら色を調整

⑥凡例用ラベルを
調整



海域の彩色を調整して決定する



   標高ラスターより陰影（北東方向光線）を作成。 
最上位に配置し、半透明化、レリーフ完成。

プロジェクトファイルで保存、ラ
スターデータとともに提出する。 提出24



プレート境界の地形的特徴がわかる断面図

画面をキャプチャや断面図を保存、パワーポイント
などで調整



1個の地形図に対して複数作成、提出



3Dビュー

提出25

3Dビューの生成ファイル群

標高の倍率を調整すること



課題
全球1分グリッド標高データを使って、 
  海溝等の収束境界（日本周辺を除く）を含む範囲を選
択する。それぞれの地形データ（日本周辺で作成したも
のと同等のデータ）を作成し、設定をプロジェクトファ
イルで保存、ラスターデータとともに提出。 
また、複数断面図を作成。パワーポイントにまとめて。 
3Dデータは起動するファイル群を1個のフォルダにまと
めて提出。 
ただし、作成範囲は今回の日本周辺地形図レベルと同程
度面積範囲とすること。

例題の日本、選択範囲 
のそれぞれのデータ提出となる。


